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【収納代行サービスを悪用した架空請求詐欺の流れ】 

【収納代行サービスとは】 
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 ネット通販で商品を購入し、コンビニ払いを選んだ場合には、販売先から十数桁の支払
番号が通知されます。この支払い番号をコンビニの窓口や店内のマルチメディア端末を
利用して、収納代行業者を介して支払うことができますが、この収納代行業者を介して、
代金の支払いを行うことを収納代行サービスと言います。 

 架空請求詐欺の手口は、コンビニなどで電子ギフト券を購入させる手
口が主流でしたが、最近では、窓口での声かけなど水際対策が進んでき
たことなどから、犯罪が発覚しにくい収納代行を悪用した手口に移行し
てきています。注意してください！ 

 簡単に言えば、犯人が、ネット通販サイトなどで注文した商品の支払いを肩代わりさせ
るために、「有料サイトの利用料金が未納です」等と偽って、収納代行サービスを悪用し
て被害者に代金を支払わせるというものです。 


